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「横浜水道長期ビジョン・中期経営計画」（素案）について 

 
Ⅰ 策定の趣旨 

  平成 18 年度の「横浜水道長期ビジョン・10 か年プラン」策定から 10 年目を迎え、本市を取

り巻く環境は、東日本大震災の発生など策定時から大きく変化しています。また、現行の中期経

営計画が今年度で終了することから、将来にわたり持続可能な経営を行うためには、新たに中長

期的な見通しを持って取り組むことが必要です。 

そこで、将来の事業環境を踏まえ、新たな長期ビジョンと 28 年度からの中期経営計画を策定

します。 

なお、今回策定する新たな長期ビジョンは、国が平成 25 年３月に策定した「新水道ビジョン」

の内容の実現に向け、厚生労働省が水道事業者に策定を勧めている「水道事業ビジョン」に位置

づけます。 

 

Ⅱ 策定の経過 

平成 25 年度から中長期的な経営課題の検討に着手し、26 年度は長期的な方向性を示す新たな

ビジョンの検討を進めてきました。この中でまとめたビジョンの取組の方向性を踏まえて、27

年度から次期中期経営計画の検討を行いました。 

この間、常任委員会、市民、学識経験者の御意見・御助言を伺い、その意見の反映に努めると

ともに、局内でも職員一人ひとりが自ら将来の水道事業について考える機会を設けて、その意見

反映に努め、今回の素案を作成しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 今後の進め方 

平成 27 年 12 月 常任委員会へ素案報告 

平成 28 年 01 月 市民意見募集 

その後 原案の市会説明を経て、策定・公表 
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Ⅳ「横浜水道長期ビジョン・中期経営計画」（素案）の概要 

１ 位置づけ  

（１）長期ビジョン（素案 P.2） 

水道事業、工業用水道事業の 20～30 

年後を想定した長期的な見通し。 

 

（２）中期経営計画（素案 P.44） 

ビジョンで描いた将来像を具体化す 

るための 28 年度～31 年度（４年間） 

の経営計画。 

 

２ 長期ビジョン 

（１）将来の事業環境（素案 P.6～16） 

【水需要予測】 

・家事用は人口減少の影響により微減傾向 

で推移。 

・業務用は減少幅が大きい製造加工業など 

において、今後も減少傾向が続く見込み。 

 ・少量使用者が増加し、多量使用者が減少 

する水需要構造の変化は、今後も進む見 

込み。 

 

【水道施設】 

・管路は順次老朽化し、更新需要は途切れ 

ることなく訪れる。 

・主に昭和 30 年代後半～50 年代に建設され 

た浄水場や配水池は、今後老朽化が進展。 

・水需要が減少し、施設能力に余裕が発生 

する見込み。 

 

【水道料金収入】 

・水需要構造の変化に加え、人口減少社会 

の到来により水道料金収入の減少は今後 

も続く見込み。 

【建設改良費】 

・管路や浄水場などの施設の更新・耐震化 

を計画的に進めており、今後も同程度の 

事業費が必要になる見込み。 

 

 

長期ビジョンと中期経営計画の変遷 
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【確かな信頼】私たちは、お客さまや関係者の皆さまとの間により

深い信頼関係を築くため、求められる役割に全力で応えます。 

【多様な連携】私たちは、民間企業などの様々なパートナーと連携

することで、より質の高いサービスを提供し、水道事業の発展

を推進します。 

【果敢な挑戦】私たちは、現状に留まることなく変化に柔軟に対応

し、困難な状況にも果敢に挑戦して国内外の水道事業の課題解

決に取り組みます。 

住宅 地域 都市 広域 国際

１ 安全で良質な水

２ 災害に強い水道

３ 環境にやさしい水道

４ 充実した情報とサービス

５ 国内外における社会貢献

６ 持続可能な経営基盤

（２）基本理念（素案 P.17） 

 

 

 

 

 

 

（３）基本姿勢（素案 P.18） 

 

 

 

 

 

 

（４）将来の姿と取組の方向性（素案 P.19～41） 

   お客さまや水道事業に関わる方々が、それぞれの立場で将来をイメージしやすいように５つ

の領域に分けて将来像を描くとともに、６つの取組の方向性を定めています。 
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︵
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⽅
向
性 

住宅 地域 都市 広域 国際 
地域住⺠､ 
⾃治会・町内会､ 
学校など 

個々のお客さま 
市⺠、市内 

企業など 

県内や国内の 

⽔道事業体など 

友好都市、 

新興国など 

「暮らしとまちの未来を支える横浜の水」 

横浜市水道局は、地方公営企業として、安全で良質な水を安定してお届けするとともに、 

地域や社会からの要請に適切に応えることで、安心な市民生活と経済・産業など活力あふれ 

る都市活動の源となり、横浜の未来を支えていくことを目指す。 
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３ 中期経営計画（平成 28 年度～31 年度） 

  長期ビジョンの６つの「取組の方向性」を中期経営計画の「施策目標」に位置づけ、これに沿

って 51 の具体的な主要事業を平成 28 年度から 31 年度までの 4 年間に進めていきます。 

（１）事業計画 

施策目標 1 安全で良質な水（P.52～61） 住宅～広域 

■課題 

・最適な浄水処理技術や厳しい品質管理で、安全で良質な 

水を提供することによるお客さまの信頼性の向上 

■主要事業（例） 

・【西谷浄水場の再整備（P.56）】 

施設の耐震化に併せ、原水水質に適した浄水処理方法 

として粒状活性炭処理を導入する再整備に着手 

・【ISO9001 に基づく水道水の品質管理（P.58）】 

水質管理値 51 項目を常に達成するよう厳しく管理 

 

施策目標 2 災害に強い水道（P.62～73） 住宅～広域 

■課題 

・自助・共助・公助の連携による災害対応力の強化（平成 26 年度水道に関するお客さま意識調査：

飲料水備蓄率 29.4％、災害時給水所の具体的な場所の認知度 14.2％） 

■主要事業（例） 

・【飲料水の備蓄促進（P.69）】区役所や自治会・町内会、社会福 

祉法人、企業等と連携し、飲料水の備蓄を啓発 

・【応急給水体制の充実（P.69）】地域住民による災害用地下給水 

タンクでの給水訓練を充実、中村ウォータープラザ西側用地 

の防災・減災機能を強化（給水ステーション等の整備） 

・【災害時給水所の整備（P.70）】災害時給水所の標識をお客さま 

の投票で決定した標識に順次リニューアルし、認知度を向上 

・【計画的な管路の更新・耐震化（P.71）】震災時の重要拠点施設につながる管路を優先するなど 

更新の順位を付け、事業の平準化を図り着実に更新・耐震化 

 

施策目標 3 環境にやさしい水道（P.74～81） 都市～広域 

■課題 

・温暖化対策が世界的な課題となる中で、環境に配慮した省エネルギー型の水道システムの構築 

■主要事業（例） 

・【自然流下系施設の優先的整備（西谷浄水場の再整備）（P.78）】自然流下系の西谷浄水場浄水処理

施設の再整備を優先して実施 

・【再生可能エネルギーの継続的な導入（P.79）】固定価格買取制度や設置・維持管理への補助金・

助成制度の動向を見ながら、小水力発電設備を継続的に導入  

・【配水ポンプにおけるエネルギーの効率化（P.79）】ポンプ更新に併せ消費電力が少ない機器に変更 

 

災害時給水所の新しい標識 
（イメージ） 

西谷浄水場（総面積 約 15ha） 
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施策目標 4 充実した情報とサービス（P.82～89） 住宅～都市 

■課題 

・わかりやすい情報と満足いただけるサービスの提供によるお客さまとの信頼関係の構築 

■主要事業（例） 

・【広報の充実（P.85）】「健康と水」など暮らしに身近な話題や水道局の歴史を活用した広報 

・【工業用水道の新規利用案内サービスの導入（P.88）】新規利用を検討する企業が、ウェブサイト

上で初期工事費等の概算見積りなどを簡単に確認できるサービスを導入 

 
 

施策目標 5 国内外における社会貢献（P.90～97） 地域～国際 

■課題 

・地方公営企業として期待される、地域社会の課題解決への 

支援、市内経済の活性化、国内外の水道事業への支援 

■主要事業（例） 

・【障害者施設等への発注促進（P.93）】廃棄する水道メーター 

の分解作業や各種用紙の封入作業等を障害者施設に積極 

的に発注 

・【市内工事事業者への技術力向上支援（P.94）】耐震管への 

取替工事の大部分を担っている市内工事事業者と連携し 

た技術研修を実施 

・【国内外への貢献（P.96～97）】国内中小水道事業体への技術や人材育成の支援、横浜水ビジネス

協議会会員企業の海外展開支援、海外水道事業体への技術支援 

 

施策目標 6 持続可能な経営基盤（P.98～107） － 

■課題 

・技術継承や災害対応力の維持も考慮した職員定数の適正化、事務所統合の効果の最大限の発揮 

・持続可能な事業経営に向けた施設の更新・耐震化などの施策・事業に必要な財源の確保 

■主要事業（例） 

・【アセットマネジメントの推進（P.102､66）】計画的・効果的な施設整備による事業費の縮減・平準化 

・【組織の活性化（P.103～104）】人材育成施策の充実、業務改善の取組の活性化 

・【財政基盤の強化（P.106～107）】資産の有効活用や企業債残高の縮減、将来の事業環境を見据え

た料金体系の検討 

 

 

 

横浜水ビジネス協議会の会員企業による 

技術デモンストレーション（ベトナム） 
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※平成27年度予算を反映した目標の達成状況

財政運営の考え方 22年度決算
27年度

（計画目標）

水道料金収入
（税抜）

－ 701億円 664億円 646億円

当年度純利益
（税抜）

毎年度10億円
以上を確保

79億円          13億円       82億円       

累積資金残額
27年度末で

約80億円を確保
143億円        80億円       162億円     目標達成

企業債残高
４年間に

約49億円の削減
1,892億円     1 ,824億円   1 ,672億円   目標より152億円多く削減

人件費比率 － 20.5％          約18％ 16.9％       目標達成

項目

毎年度目標を達成
[　]は旧会計基準で算出した値

説           明27年度予算

当初計画より18億円の減収

中期経営計画（H24-H27)

[ 15億円 ]

（２）財政収支計画 

28 年度予算案の編成と並行して財政収支計画の作成を現在進めており、計画終了時（31 年度

末）に累積資金が不足しないような収支計画を目指して水道料金収入や建設改良費等を精査中。 

 

■横浜市水道事業中期経営計画（平成 24 年度～27 年度）の財政収支等の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■財政収支計画（平成 28 年度～31 年度）の策定に向けて検討している経営努力 

 *印の金額は現時点のもので今後変更する可能性があります 

１ アセットマネジメントの推進 

・個々の施設の健全度評価に基づく計画的な更新による建設改良費の平準化と必要な事業費の

確保 

老朽化施設の更新需要が増大していく中でも建設改良費の平準化を図りつつ、施設の更

新・耐震化を着実に進めるため、現行中期経営計画と同程度の事業費を維持します。 

 ※現行中期経営計画の建設改良費（４年分）  1,079 億円 

２ 効率的な事業運営 

・資産の有効活用（約 16 億円*）や工事コスト・物件費等の節減（約 15 億円*） 

・効率的な組織体制の構築 

技術継承や災害対応力の強化を図りつつ、引き続き業務の効率化などに取り組み、効率

的な組織体制を構築します。 

また、将来を見据えて、世代間バランスの取れた職員構成を目指して、計画的な人材の

確保を進めます。 

３ 外部資金の調達 

  ・建設改良費の財源として国庫補助金を確保（約 11 億円*） 

・老朽化施設の更新・耐震化に必要な財源として企業債を発行しつつ残高の縮減を検討 

28 年度予算案の編成と並行して、財政収支計画の各経費の精査を行います。 

その上で、企業債償還額の範囲内に発行額を抑制し、企業債残高の縮減を図るという考え方

で企業債の発行規模を検討します。 
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現行「横浜水道長期ビジョン」
施策目標

次期「横浜水道長期ビジョン」
取組の方向性

１　トップレベルの安全でおいしい水を作るために １　安全で良質な水

２　蛇口にいつでも新鮮な水をお届けするために ２　災害に強い水道

３　災害に強い信頼のライフラインを築くために ３　環境にやさしい水道

４　お客さま満足度の高い水道サービスを提供するために ４　充実した情報とサービス

５　創造と挑戦の活力ある企業精神を発揮するために 〈新設〉 ５　国内外における社会貢献

６　環境にやさしい水道システムを構築するために ６　持続可能な経営基盤

 

 

【参考１】「横浜水道長期ビジョン」における施策の柱立ての比較 
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区分

1 道志水源林の保全 <１>道志水源林の保全

2 相模湖及び津久井湖の水質保全対策等の促進 <２>相模湖及び津久井湖の水質保全対策等の促進

3 西谷浄水場の再整備 <４>西谷浄水場の更新

4 小雀浄水場の活性炭注入設備の更新 <５>活性炭設備の整備によるおいしい水の供給

5 川井浄水場の運転管理 <３>川井浄水場の再整備

<６>塩素注入量の低減化などおいしい水の供給

<７>横浜市独自の水質目標に基づく水質管理

7 子供たちが水道水を飲む文化を育む事業 <10>子供たちが水道水を飲む文化を育む事業

― 〈※２〉 <８>鉛製給水管の早期解消

8 直結給水の促進 <９>直結給水の促進

9 受水槽施設に対する指導・助言 〈※１〉

10 飲料水の備蓄促進 〈※１〉

<20>災害時用大口径備蓄材料の確保

<24>中村町事務所の再整備

<36>市民との協働による応急給水対策の強化

12 災害時給水所の整備 〈新規〉

13 災害時における各種団体との連携強化 〈※１〉

<18>老朽管更新・耐震化

<19>配水管の腐食性土壌対策　　　　　　

15 道路内給水管の更なる更新・耐震化 <11>道路下の老朽給水管の改良

<12>取水・導水施設の耐震補強

<13>浄水場等の整備

<14>配水池等の整備　

<16>送水機能の強化（環状ネットワークの整備）

<17>配水幹線の整備

17 電機・計装設備などの計画的更新 <15>電機・計装設備等の計画的更新

18 工業用水道施設の更新・耐震化 〈※１〉

19 工業用水道の応援給水施設の整備 〈※１〉

― 〈※２〉 <21>水道施設の津波対策の検討　　

― 〈終了〉 <22>浄水場・配水ポンプ場への非常用発電設備等の整備

― 〈終了〉 <23>庁舎への非常用発電設備の整備

20 自然流下系施設の優先的整備（西谷浄水場の再整備） <25>自然流下系の優先とポンプ系施設の効率化

<26>小水力・太陽光発電設備の設置

<28>再生可能エネルギーなどの導入可能性調査

22 配水ポンプにおけるエネルギーの効率化 <25>自然流下系の優先とポンプ系施設の効率化　〈再掲〉

23 水源エコプロジェクト　W-eco・ｐ（ウィコップ） <31>水源エコプロジェクト　W-eco・ｐ（ウィコップ）

<29>市民ボランティアとの協働による水源林の整備

<30>横浜市水のふるさと道志の森基金

25 「はまっ子どうし　The　Water」による水源保全PR・支援 <37>「はまっ子どうし　The　Water」の販売

26 環境教育の充実 <32>環境教育の充実 

― 〈終了〉 <27>水力発電機能を付加した流量調整弁の実用化

― 〈※２〉 <33>地域における環境行動への支援

施策
目標

事業
番号

次期「中期経営計画」主要事業（51事業） 現行「中期経営計画」主要事業（50事業）

３
 

環
境
に
や
さ
し
い
水
道

基幹施設の更新・耐震化16

6 ISO9001に基づく水道水の品質管理

１
 

安
全
で
良
質
な
水

計画的な管路の更新・耐震化14

応急給水体制の充実11

２
 

災
害
に
強
い
水
道

再生可能エネルギーの継続的な導入21

市民ボランティアとの協働による水源林の整備24

 

【参考２】「中期経営計画」における主要事業の比較 
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区分

27 暮らしに身近な水道を実感できる取組 <34>地域に身近なサービスの提供

28 横浜水道の歴史を伝える取組 〈※１〉

29 お客さまの声を事業に反映させる取組 <40>お客さまの声を改善につなげるための取組

30 料金関係事務における品質向上の取組 〈※１〉

31 民間企業との協働による水まわりの相談・講習 <35>お客さまのニーズに応える情報提供

32 オープンデータの推進 〈新規〉

33 給水装置工事に係る事務手続きの電子化 〈新規〉

34 ウェブサイトを活用した管路情報提供 〈新規〉

35 工業用水道の新規利用案内サービスの導入 〈新規〉

― 〈※２〉 <39>おいしい水スポット（ウォーターステーション）

― 〈※２〉 <44>情報化の推進

36 高齢者が安心して暮らせるための取組 〈※１〉

37 障害者施設等への発注促進 〈※１〉

38 遊休土地の活用を通じた地域との連携強化 〈新規〉

39 市内工事事業者への技術力向上支援 〈新規〉

40 パートナーシップデスクの活用 〈※１〉

41 水道事業における国際貢献の推進 <49>水道事業における国際貢献の推進　

42 横浜水ビジネス協議会の海外展開支援 〈※１〉

43 横浜ウォーター株式会社との連携推進 <50>横浜ウォーター株式会社と連携したビジネス展開

44 人材育成による組織力の向上 <45>人材育成施策の強化・技術継承の推進

45 業務改善の推進による組織の活性化 <43>改革改善の推進による組織活性化

46 効率的・効果的な執行体制の構築 <42>業務の効率化と事業見直しによる経費削減

47 （仮称）水道事務所統合管理システムの構築 <44>情報化の推進〈再掲〉

48 水道局資産の有効活用 <47>水道局資産の有効活用　　

49 企業債残高の縮減 <48>企業債残高の縮減

50 料金体系の見直しの検討 <38>料金体系のあり方の検討

51 工業用水道事業における企業債残高の縮減 〈※１〉

― 〈終了〉 <41>事務所の配置見直し

―
コラムで

掲載
<46>近隣水道事業体との広域的な連携

４
 

充
実
し
た
情
報
と
サ
ー

ビ
ス

５
 

国
内
外
に
お
け
る

社
会
貢
献

６
 

持
続
可
能
な
経
営
基
盤

施策
目標

事業
番号

次期「中期経営計画」主要事業（51事業） 現行「中期経営計画」主要事業（50事業）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【区分の凡例】 

〈新規〉次期「中期経営計画」において、新たに取り組むもの。 

〈※１〉事業自体は継続だが、次期「中期経営計画」において新たに主要事業に位置づけるもの。 

〈※２〉事業自体は継続だが、次期「中期経営計画」の主要事業には位置づけないもの。 

〈終了〉現行中期経営計画で目標を達成したため終了したもの。 
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No. 市会 議　　題 内　　容

1

平成25年
第３回

H25.9.19

水道事業における中長期的な経営課
題の検討について

１　横浜市水道事業の現状
２　今後の動向
３　国による「新水道ビジョン」の策定
４　今後の検討の進め方
　（検討テーマ、外部意見聴取、常任委員会報告、
　　スケジュール）

【主な御意見】
・老朽管更新をスピードアップすべき。

・政策局が将来人口推計について2060年まで参考値を持っているので、水需要予測等も2060年まで検討をしてほ
しい。

・これから長期プランを考えようとしていのに、老朽化した送・配水管の更新延長を年間110kmと決めてしまっている
のか。110kmでいいと言っているようにと見えるが、本当にそれでいいのか。110kmありきではなく、ぜひ議論してほ
しい。

・市民は早期の耐震化を望んでいると思うので、最大限の努力でどの位のペースが可能か検討してほしい。

・新水道ビジョンでは発展的広域化といった議論も求められている。横浜は近代水道発祥の地なので、市民にも安
心感を与えながら、こういったことをリードしていく使命、役割があると思うがどうか。

・毎年度の決算についてもきちんと捉えておかないと計画にならないのではないか。

・他の水道事業体との連携なども課題として検討してほしい。せっかく企業団には横浜市のOBも議員もいるので、も
う少し明確に書いた方がいいと思うがどうか。

・現行の10か年プランの実施率を常に全員が共有しながら進めていくべき。

【素案への反映状況】
　老朽管の更新・耐震化：P.71「14　計画的な管路の更新・耐震化」
　広域的な連携：P.33「県内５事業体による広域連携」、P.81「コラム　水道システムの再構築」

 

 

【参考３】これまでの常任委員会への説明経過と御意見の反映状況 
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No. 市会 議　　題 内　　容

2

平成26年
第１回

H26.3.13

水道事業における中長期的な経営課
題の検討状況について

１　計画の位置づけ
２　25年度の検討経過
３　中長期的な経営課題の検討(お客さま、外部環境、
　　内部環境に分けて経営環境の動向と中長期的な
　　経営課題を整理）

3

平成27年
第１回

H27.2.13

水道事業における新たなビジョンの検
討状況について

１　新たなビジョンの位置づけ
＜参考＞ 10か年プランの進捗状況
２　将来の事業環境（外部・内部）
３　将来の方向性（将来の事業環境を踏まえた６つの
　　重点項目の検討状況）
４　今後の進め方

4

平成27年
第３回

H27.9.15

「（仮称）横浜水道長期ビジョン・中期
経営計画」の策定状況について

１　ビジョンと次期中期の位置づけと大まかな構成(案)
２　ビジョン：将来の事業環境（工水含む）、基本理念・
　　基本姿勢・将来の姿と取組の方向性の検討状況
３　中期：6つの方向性に基づく検討状況
４　今後の進め方

【主な御意見】
・職員定数に再任用職員を入れるべき。新計画ではきちんと入れていただきたい。

・大規模地震が高い確率で発生する予測があるのであれば、耐震化のスピードを上げる必要がある。市民から見れ
ば、分かっているのだったらもっと早くやってほしいというのが普通の意見だと思う。

・人口減少社会と言われているが、そんなに大幅に減少するわけではない。もう少し大胆に防災・安全対策を打ち
出した経営をすべき。

・横浜市の水は絶対腐らない水で世界的なブランド力があるので、このあたりの営業活動を考えているのか。

【素案への反映状況】
　老朽管の更新・耐震化：P.71「14　計画的な管路の更新・耐震化」

【主な御意見】
・人材育成・技術継承は大事な問題。

・広く一般市民の意見をぜひ経営課題の策定の中に取り入れてほしい。

・適宜議会にも報告をお願いしたい。

【素案への反映状況】
　人材育成・技術継承：P.16「組織・人材」、P.103「44　人材育成による組織力の向上」
　「お客さま意識調査」や「横浜市水道事業の将来を考える懇談会」を通じて、市民意見を反映した項目：
　　P.22「家庭や企業における災害への備え」、P.69「10　飲料水の備蓄促進」、
　　P.85「28　横浜水道の歴史を伝える取組」　等

【主な御意見】
　質疑なし
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